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施工方法と注意事項（単管足場）

⑧手摺

⑥壁つなぎ

④腕木

⑦筋違（はり間）

②建地(はり間）
　1.5m以下

②建地(けた行）
1.85m以下

③第1の布
　2m以下

①根がらみ 

①単管ベース

①敷板

⑦筋違（けた行）

⑨作業床
⑤クランプ

⑤ジョイント
⑥壁つなぎ

水平方向5.5m以内

建地最上部より
31m

②鋼管は原則
　2本組

垂
直
方
向
５ｍ
以
内

85cm以上
中桟35cm以上 50cm以下

墜落の危険がある箇所には、高さ 85cm以上の位置に手摺と高さ 35cm以上 50cm以下の位置に中桟を設けて下さい。

（563 条・1項 3号）

高さ 2m以上の作業場所には、次に定める作業床を設けなければなりません。（563 条・1項 3号）

イ . 巾は 40cm以上とし、床材間のすき間は 3cm以下とします。

ロ . 床材は 2以上の支持物に取り付けて下さい。ただし巾 20cm以上、厚さ 3.5cm以上、長さ 3.6m以上の足場板で、

　  作業箇所によりひん繁に移動するものは次の措置を取ればよいものとします。

 A.3 以上の支持物にかけ渡して下さい。

 B. 支点から足場板の突出部の長さは 10cm以上、かつ足場板の長さの 1/18 以下として下さい。

 C. 長手方向に足場板を重ねる場合は、支点の上で 20cm以上重ねて下さい。

ハ . 床材と建地とのすき間を 12cm未満とします。
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